
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古来より日本人は祭や年中行事などの非日常を「ハレ」の日、日常を「ケ」の日と呼び、「ハレ」と「ケ」を

ワンセットにして使い分けていたそうです。私たちの日々も「楽しいこと」「苦しいこと」が交互に起こり、

まさに「禍福はあざなえる縄のごとし」です。今年も残りわずかとなりました。良いお年をお迎えください。 

忍耐力が試される月で

すが、何事も根気よく

誠実に対応していくこ

とで、それなりの成果

は見込めるようです。 

個性や特技を生かして

独自の路線を突き進め

ば順調に事が運ぶ運勢

のようです。向上心を

持って前進あるのみ。 

抜群の行動力で有利に

展開しやすい運勢で

す。中断していた仕事

への再挑戦にも良い月

なので懸命に精進を！ 

実力を発揮し業績が向

上するチャンス月。気

を引き締めてミスを犯

さぬよう集中力を高め

ながら精進すれば吉！ 

【亡くなった後に遺産相続でもめないために】 

 

「私が所有する土地に娘夫婦が家を建てて 20 年ほどになります。

私には娘と息子の２人の子どもがいるのですが、娘が暮らすその土

地は娘に相続をさせたいと考えています。私が亡くなった後に遺産

相続で子どもたちに争って欲しくないため、今のうちに手を打って

おきたいので何か対策を教えてください」というご質問がありまし

た。「わが家に限って」と思いたいところですが、遺産相続でもめ

るケースは少なくないようです。しかし、もめないためにと何の対

策もなく生前に贈与をしてしまうと、多額の贈与税がかかること

に・・・。そこで、知っておきたいのが「相続時精算課税」という

制度です。この制度は、60 歳以上の祖父母・父母から、20 歳以上

の子・孫に対して財産を贈与した場合、2500 万円までであれば贈

与財産の種類や金額、回数に関係なく贈与税がかかりません。ただ

し、相続時にその贈与した財産も他の相続財産に含めて相続税の計

算をすることになります。メリットは、 

事前に財産が移転できるので争族のリ 

スクが減ることや、将来、値上がりす 

るような財産であれば、贈与時の評価 

で固定されるため相続税の負担を軽減 

できることでしょう。デメリットは、 

一度この制度を選択すると暦年控除が使えなくなることや、相続に

比べて不動産の登記コストが高くなることなどでしょう。 
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が並ぶショップ、アロマディフューザーのレンタルもあり、若い女性が利用者の大半を

占めています。またオートロック式の個室は完全防音でプライバシーを保てることから、

自分専用のオフィスとして仕事をしたり打ち合わせに利用するビジネスマンも増えてい

るとか。漫画を読む以外にも、プライベート空間としての新たな需要が広がりそうです。 

東京・渋谷の「ハイリーファイブカフェ」は女性客を意識した

漫画喫茶です。エステサロンのようなエントランスに輸入菓子 

今月の商売のヒント：【夢は本当にかなうのかな？】 
 

ある人から次のような話を聞きました。小学４年生のＫ子ちゃんは「私の夢はイルカの調教師」という作文

を書いたそうです。けれど書き終えた後「夢って本当にかなうものなのかな？どうしたら夢がかなうのか 

な？」という不安と疑問を持った彼女は、夏休みの自由研究のテーマを「夢は本 

当にかなうのかな？」に決めたそうです。夢について書かれた本を読んだり、夢 

をかなえた有名人をインターネットで調べたりしました。また「夢はかないまし 

たか？」というアンケートを自分で作っていろいろな職業の人に書いてもらった 

り、直接話を聞いたりして自由研究をまとめたそうです。 

ノーベル賞を受賞した山中伸弥教授の本を読んで「どんどん試して失敗すること

が大切です」という言葉に勇気をもらったＫ子ちゃんは、京都大学ｉＰＳ細胞研究所を訪ね、国際広報室の

人にも話を聞いたようです。果たしてＫ子ちゃんの結論はどうだったのでしょう。 

「夢はかなう。けれど夢はかなえるもの」これがＫ子ちゃんの研究成果でした。夢をかなえるために必要な

のは準備や行動だけでなく、まずは楽しむこと。好きなことにアンテナを張って毎日を生き生き過ごすこと。

やりたいことが見付かったら日付を決めて「夢」を「目標」に変え、その目標に 

向かって努力すること。失敗も大事な経験だから挑戦すること。さらには福澤諭 

吉の『学問のすゝめ』から「学問に入らば大いに学問すべし。農たらば大農とな 

れ、商たらば大商となれ」という一文を引いて「どうせやるならとことんやろう。 

こうして夢はかなうのです」とまとめています。 

Ｋ子ちゃんのアンケートには「夢をかなえるために必要なことをひとつ教えてく 

ださい」という質問があるそうです。あなたなら何と答えるでしょう。「81％以上の人が夢がかなっています。

これはキラキラした明るい事実です」というＫ子ちゃんの言葉に背中を押されるのは、むしろ大人たちかも

しれませんね。子どもたちに「夢はかなうよ」と言える大人でありたいと思った年の瀬です。 

【家康、江戸を建てる】 
--------------------------- 
「徳川家康が江戸を作った」。
その史実を、実際に力を尽くし
た職人たちの目線で描かれた
物語です。利根川の川曲げ、神
田上水の建設、貨幣統一、江戸
城の石垣積み。無名の技術者の
知恵と技術に感嘆し、東京のル
ーツに思いをはせる一冊です。 

http://www.serikaikei.net
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